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(57)【要約】
【課題】マルチ式の室外機において、分流ユニットを覆
う配管カバーの開口部における隙間を塞いで本体ケーシ
ング内への異物の侵入を防止する。
【解決手段】ユニット取付具６のユニオンプレート５７
に配管カバー６のシール面６４の抜き勾配に対して大き
な勾配を有する第１および第２係止リブ５７１，５７２
を設け、配管カバー６の第１シール面６４ａに第１係止
リブ５７１が押し付けられ、第２シール面６４ｂに第２
係止リブ５７２が押し付けられて、ユニオンプレート５
７とシール面６４との間に形成された隙間をシールする
。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本体ケーシングの側面パネルに複数の冷媒配管が接続されるユニオンを有する分流ユニ
ットがユニット取付具を介して取り付けられるとともに、上記分流ユニットを覆う配管カ
バーを備えている空気調和機の室外機において、
　上記配管カバーは上記側面パネルと対向する面が開放された箱体からなり、内部に上記
ユニット取付具と上記分流ユニットが収納されるユニット収納部を備え、上記ユニット収
納部の上記ユニット取付具に対向する側壁部の一部には上記ユニオンを外部に露出させる
ための開口部が形成され、上記側壁部の上記ユニット収納部の内面のうち上記開口部の周
囲の面が上記ユニット取付具が密着するシール面であることを特徴とする空気調和機の室
外機。
【請求項２】
　上記配管カバーは樹脂製であり、上記シール面は上記開口部を挟んで上下に位置する第
１シール面および第２シール面を含み、上記第１シール面および第２シール面は所定の抜
き勾配を有し、上記ユニット取付具は上記側面パネルに沿ってネジ止めされるネジ止めプ
レートと、上記ネジ止めプレートの一端を基端として折り曲げられ上記各分岐管の一部が
係止されるユニオンプレートとを有し、
　上記ユニオンプレートには、上記第１シール面に接する第１係合リブと、上記第２シー
ル面に接する第２係合リブとが設けられ、上記第１係合リブは上記第１シール面の抜き勾
配に沿って上記第１シール面に押し付けられ、上記第２係合リブは上記第２シール面の抜
き勾配に沿って上記第２シール面に押し付けられることを特徴とする請求項１に記載の空
気調和機の室外機。
【請求項３】
　上記第１係合および第２係合リブは上記シール面の抜き勾配よりも大きな勾配となるよ
うにその高さが基端側から先端側に向けて漸次低くなるように形成されていることを特徴
とする請求項２に記載の空気調和機の室外機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数台の室内機の冷媒配管が接続される分流ユニットを備えたマルチ式の空
気調和機の室外機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　空気調和機の室外機の１つとして、１台の室外機に複数台の室内機を接続するマルチ式
の室外機がある。マルチ式の室外機は、複数台の室内機の冷媒配管を接続するための分流
ユニットを本体ケーシングの側面に備えている（例えば特許文献１参照）。
【０００３】
　分流ユニットは、本体ケーシングに設けられたガス側操作弁に接続されるガス冷媒配管
と、本体ケーシングに設けられた液側操作弁に接続される液冷媒配管とを有し、それらが
本体ケーシングの側面に引き出され、専用のユニット取付具を介して支持されている。
【０００４】
　ガス冷媒配管および液冷媒配管は、ガス分岐管および液分岐管が一対となってその複数
組が設けられており、各分岐管の先端には、室内機の冷媒配管が接続されるユニオンが設
けられている。
【０００５】
　ところで、本体ケーシングの一部（主に側面）には、分流ユニットの冷媒配管や配線を
本体ケーシングの外に引き出すための配管引出口が設けられているが、時としてこの配管
引出口は、虫や小動物、植物の葉やゴミなどの異物が本体ケーシング内に侵入する侵入口
となる。
【０００６】
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　これら異物が配管引出口から本体内に入り込んで回路基板や電気部品などに触れると、
故障の原因となり得ることから本体ケーシングには、配管引出口を塞ぐ配管カバーを取り
付けて異物の侵入を防いでいた。
【０００７】
　マルチ式の室外機において、この配管カバーは分流ユニットを覆う保護カバーも兼ねて
おり、分流ユニットを収納する箱形のユニット収納部を備え、ユニット収納部の側壁部に
は、ユニオンを外部に露出させるための開口部が設けられていた。
【０００８】
　しかしながら、特許文献１に記載されているように、配管カバーの開口部は、複数台の
冷媒配管を接続するため、長方形状に大きく開口されており、その開口部の全周を閉塞す
ることが難しい。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２０１１－１１７６４１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　そこで、本発明の課題は、マルチ式の室外機において、分流ユニットを覆う配管カバー
の開口部における隙間を塞いで本体ケーシング内への異物の侵入を防止することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上述した課題を解決するため、本発明は、本体ケーシングの側面パネルに複数の冷媒配
管が接続されるユニオンを有する分流ユニットがユニット取付具を介して取り付けられる
とともに、上記分流ユニットを覆う配管カバーを備えている空気調和機の室外機において
、上記配管カバーは上記側面パネルと対向する面が開放された箱体からなり、内部に上記
ユニット取付具と上記分流ユニットが収納されるユニット収納部を備え、上記ユニット収
納部の上記ユニット取付具に対向する側壁部の一部には上記ユニオンを外部に露出させる
ための開口部が形成され、上記側壁部の上記ユニット収納部の内面のうち上記開口部の周
囲の面が上記ユニット取付具が密着するシール面であることを特徴としている。
【００１２】
　より好ましい態様として、上記配管カバーは樹脂製であり、上記シール面は上記開口部
を挟んで上下に位置する第１シール面および第２シール面を含み、上記第１シール面およ
び第２シール面は所定の抜き勾配を有し、上記ユニット取付具は上記側面パネルに沿って
ネジ止めされるネジ止めプレートと、上記ネジ止めプレートの一端を基端として折り曲げ
られ上記各分岐管の一部が係止されるユニオンプレートとを有し、上記ユニオンプレート
には、上記第１シール面に接する第１係合リブと、上記第２シール面に接する第２係合リ
ブとが設けられ、上記第１係合リブは上記第１シール面の抜き勾配に沿って上記第１シー
ル面に押し付けられ、上記第２係合リブは上記第２シール面の抜き勾配に沿って上記第２
シール面に押し付けられることで密着する。
【００１３】
　さらに好ましい態様として、上記第１係合および第２係合リブは上記シール面の抜き勾
配よりも大きな勾配となるようにその高さが基端側から先端側に向けて漸次低くなるよう
に形成されている。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、配管カバーのユニット収納部の側壁部の一部にユニオンを外部に露出
させるための開口部を形成し、上記ユニット収納部の内面のうち開口部の周囲の面をユニ
ット取付具が密着するシール面とすることで、シール面とユニット取付具との間に形成さ
れた隙間からの異物の侵入を確実に防止することができ、その結果、故障などの不具合を
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防ぐことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の一実施形態に係る空気調和機の室外機の配管カバーを取り外した状態の
分解斜視図。
【図２】上記室外機の配管カバーを取り外した状態の右側面図。
【図３】サービスパネルを取り外し、上記室外機の機械室内の構造を説明する斜視図。
【図４】サービスパネルおよびコンジットパネルを取り外し、分流ユニットを背面側から
見た状態の拡大斜視図。
【図５】アキュムレータ固定具およびユニット取付具の分解斜視図。
【図６】（ａ）配管カバーを表面側から見た状態を示す斜視図，（ｂ）配管カバーを裏面
側から見た状態を示す斜視図。
【図７】ユニット取付具に配管カバーを係合した状態を裏面側から見た状態を示す斜視図
。
【図８】図７の部分拡大斜視図。
【図９】本体ケーシングに配管カバーを取り付けた状態の背面図。
【図１０】配管カバーとユニオンプレートの当接状態を示す要部断面図。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　次に、本発明の実施形態について図面を参照しながら説明するが、本発明はこれに限定
されるものではない。
【００１７】
　図１に示すように、この空気調和機の室外機１は、直方体形状の本体ケーシング２を備
えている。本体ケーシング２は、長方形状に形成された底板２１と、後述する熱交換器室
ＨＣの前面側に配置され、吹出グリル２２１を有する吹出パネル２２と、後述する機械室
ＭＣの前面側に配置されるサービスパネル２４と、機械室ＭＣの右側面から背面にかけて
配置される側面パネル２５と、本体ケーシング２の天面に取り付けられる天板２６とを備
えている。本体ケーシング２の側面パネル２５には、図示しない複数台の室内機の冷媒配
管が接続される分流ユニット４と、分流ユニット４を覆う配管カバー６とが設けられてい
る。
【００１８】
　図３を併せて参照して、本体ケーシング２の内部は、仕切板２０により、熱交換器およ
び送風ファン（共に図示しない）を含む熱交換器室ＨＣと、アキュムレータＡ（図５参照
）および圧縮機Ｃなどの機械ユニットや電装品ユニットを備えた機械室ＭＣとに区画され
ている。本発明において、熱交換器室ＨＣの具体的な構成は任意であってよく、その説明
は省略する。
【００１９】
　機械室ＭＣの前面側（図３では左前面側）には、図示しない四方弁を介して圧縮機Ｃと
アキュムレータＡに接続される冷媒配管のガス側操作弁ＶＧおよび液側操作弁ＶＬがバル
ブプレート２７を介して取り付けられている。圧縮機Ｃは、バルブプレート２７の後方に
取り付けられ、アキュムレータＡは、圧縮機Ｃよりも後方で側面パネル２５寄りに取り付
けられている。
【００２０】
　図５を併せて参照して、アキュムレータＡは、専用のアキュムレータ固定具３を介して
底板２１に取り付けられている。アキュムレータＡの具体的な構成や仕様については、本
発明において任意的事項である。
【００２１】
　アキュムレータ固定具３は、本体ケーシング２の底板２１に沿わせて固定される基部３
１と、基部３１の一端から垂直に立設される垂直部３２と、垂直部３２の上端から基部３
１の他端側に向かって基部３１と平行に延在する台座部３３とを有し、基部３１と台座部
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３３との間の空間部３４が側面パネル２５に向けて開放された断面コ字状に形成されてい
る。この実施形態において、アキュムレータ固定具３は、１枚の鋼板を折り曲げ加工して
形成されているが、複数枚の金属板を溶接などによって繋ぎ合わせて形成されてもよい。
【００２２】
　アキュムレータ固定具３を基部３１と台座部３３の各先端部（垂直部３２との連結端と
は反対の自由端）を正面に見て、基部３１の両端（図５では左右両端）には、第１内側フ
ランジ３１１，３１１が設けられている。また、垂直部３２の両端（図５では左右両端）
にも、第２内側フランジ３２１，３２１が設けられている。さらに、台座部３３の両端（
図５では左右両端）にも、第３内側フランジ３３１，３３１が設けられている。各内側フ
ランジ３１１，３２１，３３１はともに空間部３４に向かってほぼ直角に折り曲げられ、
互いに折り重なった部分で溶接により一体的に固着されている。
【００２３】
　アキュムレータＡは、台座部３３の上面に専用の取付金具３５を介して取り付けられて
いるが、本発明において、取付金具３５は任意的事項であるため、その説明は省略する。
台座部３３の先端部にはさらに、後述する分流ユニット４のユニット取付具５の一部がネ
ジ止めされるネジ止め部３６が設けられている。
【００２４】
　この実施形態において、ネジ止め部３６は、台座部３３の先端部からほぼ垂直上方に延
びる舌片状を呈し、台座部３３とは別体で形成されてネジ止めされている。ネジ止め部３
６は、台座部３３に一体形成されてもよい。また、ネジ止め部３６の中央には、ユニット
取付具５をネジ止めするためのネジ孔３６１が設けられている。
【００２５】
　アキュムレータ固定具３は、基部３１と台座部３３の各先端部が底板２１の機械室ＭＣ
側の側面パネル２５側、つまり本体ケーシング２の外側を向くように、底板２１の側面フ
ランジ２１１と背面フランジ２１２とが交わる隅部に配置されている。これにより、アキ
ュムレータ固定具３は、空間部３４が本体ケーシング２の側面から背面にわたって開放さ
れている。
【００２６】
　この実施形態において、空間部３４は、本体ケーシング２の背面側から本体ケーシング
２内に引き込まれ、電装品ユニットに接続される電源線や電気信号線などのケーブルＬ（
図４参照）を引き回す配線経路の一部となっている。
【００２７】
　図２ないし図４を併せて参照して、側面パネル２５は、その下端部が側面から背面中程
にかけてＬ字状に切り欠かれてパネル取付部２５１が形成されており、そのパネル取付部
２５１にコンジットパネル２８が着脱可能に取り付けられている。
【００２８】
　コンジットパネル２８は、機械室ＭＣ上部にある電装品ユニット（図示なし）と室内機
を接続する電気信号線が挿通されたコンジット管２８１を本体ケーシング２に固定するた
めのパネルである。この実施形態において、コンジット管２８１は、接続される室内機の
台数分に加え、電源線を収容するコンジット管２８１ａが設けられている。コンジットパ
ネル２８の背面側には、コンジット管２８１の先端に設けられた接続端子２８２が係止さ
れる複数の接続口２８４（図９参照）が設けられている。コンジットパネル２８は、複数
の電気信号線と電源線などのケーブルＬが取り付けられ、メンテナンスできる高さを備え
る。
【００２９】
　コンジットパネル２８にはさらに、配管カバー６に設けられた後述する排水樋６７２が
挿通される樋受け孔２８３が設けられている。樋受け孔２８３はコンジットパネル２８の
側面側（図２では正面）のほぼ中央に配置された四角い貫通孔であり、後述するユニット
取付具５の第１係合板５３に設けられた排水孔５３５（図８参照）のほぼ真上に位置する
ように配置されている。
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【００３０】
　図２に示すように、側面パネル２５の右側面下端には切欠部２５２が設けられている。
この切欠部２５２は、側面パネル２５の中央部の下端から上方に向かってアーチ状に切り
かかれた切欠である。これによれば、側面パネル２５の下端にコンジットパネル２８を取
り付けることにより、後述する分流ユニット４のガス冷媒配管４Ｇと液冷媒配管４Ｌとを
外に引き出す配管引出口Ｈが形成される。
【００３１】
　この実施形態において、配管引出口Ｈには、配管引出口Ｈの開口部を塞ぎつつ、分流ユ
ニット４のガス冷媒配管４Ｇと液冷媒配管４Ｌとが側面パネル２５に接触しないようにす
るための配管固定具７が設けられている。
【００３２】
　この実施形態において、配管固定具７はラバー製であり、ユニット取付具５のアンカー
部５１にスポット溶接された配管支持具にバインド線（共に図示しない）で固定されたの
ち、側面パネル２５とコンジットパネル２８とで挟まれることにより、各冷媒配管４Ｌ，
４Ｇが安定して固定される。
【００３３】
　側面パネル２５には、複数台の室内機の冷媒配管（ともに図示しない）に接続される分
流ユニット４がユニット取付具５を介して取り付けられている。図２ないし図４を参照し
て、分流ユニット４は、ガス側操作弁ＶＧに接続されるガス冷媒配管４Ｇと、液側操作弁
ＶＬに接続される液冷媒配管４Ｌとを備えている。
【００３４】
　ガス冷媒配管４Ｇは、機械室ＭＣ内を通って配管引出口Ｈから外側に至るガス連結部４
１Ｇと、配管引出口Ｈから本体ケーシング２の側面（図１では右側面）に沿って上方に延
在されたガスヘッダ部４２Ｇとを有し、それらが１本の連続した金属パイプから形成され
ている。本発明において、ガス連結部４１Ｇについての具体的な説明は特に必要ないため
、省略する。
【００３５】
　ガスヘッダ部４２Ｇには、軸線方向に沿って所定の間隔をもって複数のガス分岐管４３
Ｇが配置されている。この実施形態において、ガス分岐管４３Ｇは、１本のガスヘッダ部
４２Ｇに６本設けられている。つまり、この例では６台の室内機に接続できるようになっ
ている。
【００３６】
　ガス分岐管４３Ｇは、基端側がガスヘッダ部４２にロウ付けされる。ガス分岐管４３に
は、管内の温度を測定する図示しない温度センサを支持するセンサホルダ４６Ｇが設けら
れている。ガス分岐管４３の先端には、ガス分岐管４３と室内機からの冷媒配管を接続す
るとともに、接続部をユニオン固定部３１３に固定するためのガス側ユニオン４５Ｇが設
けられている。さらにガス側ユニオン４５Ｇの先端には、冷媒配管を固定するガス側フレ
アナット４４Ｇが設けられている。
【００３７】
　液冷媒配管４Ｌは、機械室ＭＣ内を通って配管引出口Ｈから外側に至る液連結部４１Ｌ
と、配管引出口Ｈから本体ケーシング２の側面（図１では右側面）に沿って上方に延在さ
れた液ヘッダ部４２Ｌとを有し、それらが１本の連続した金属パイプから形成されている
。液連結部４１Ｌについても具体的な説明は特に必要ないため、省略する。
【００３８】
　液ヘッダ部４２Ｌには、軸線方向に沿って所定の間隔をもって複数の液分岐管４３Ｌが
配置されている。この実施形態において、液分岐管４３Ｌは、１本の液ヘッダ部４２Ｌに
６本設けられている。つまり、この例では６台の室内機に接続できるようになっている。
【００３９】
　液分岐管４３Ｌは、基端側が液ヘッダ部４２Ｌにロウ付けされる。液分岐管４３Ｌの先
端側には、液分岐管４３Ｌと室内機からの冷媒配管を接続するとともに、接続部を後述す
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るユニオンプレート５７に固定するための液側ユニオン４５Ｌが設けられている。さらに
液側ユニオン４５Ｌの先端には冷媒配管を固定する液側フレアナット４４Ｌが設けられて
いる。
【００４０】
　液分岐管４３Ｌには、液分岐管４３Ｌ内を流れる液冷媒の流量を制御する電磁弁４６Ｌ
が設けられている。電磁弁４６Ｌは、図示しない制御部により、弁の開度量が制御される
。なお、液分岐管４３Ｌにも温度センサが設けられている。
【００４１】
　ユニット取付具５の説明をする前に、配管カバー６の構成について説明する。図１およ
び図６（ａ），（ｂ）を参照して、配管カバー６は、耐候性に優れる合成樹脂からなり、
側面パネル２５に対向する面（以下、開放面６ａとする）が開放されている。配管カバー
６の開放面６ａ側の周縁にはフランジ部６０が形成されている。
【００４２】
　フランジ部６０には、ネジ孔６０１がこの例では５箇所設けられており、このネジ孔６
０１を介して配管カバー６が本体ケーシング２の側面パネル２５（図１では右側面）にネ
ジ止めされる。
【００４３】
　配管カバー６は、配管引出口Ｈを含む分流ユニット４全体を収納するユニット収納部６
１と、室内機とそれぞれ接続する各ユニオン４５Ｇ、４５Ｌとフレアナット４４Ｇ，４４
Ｌを外部に露出させる配管引出部６２とが設けられている。
【００４４】
　ユニット収納部６１は有底な直方体状の箱形であり、開放面６ａの対面の底部６１ｂか
ら開放面６ａに向かって、その開口が漸次大きくなるように形成されている。このユニッ
ト収納部６１の前面側および背面側の左右側面の勾配は、ユニット収納部６１の成形時に
おいて、金型から抜き取るために必要とされる抜き勾配である。
【００４５】
　ユニット収納部６１の内面のうち配管引出部６２につながる側壁部６１ａ（図６（ｂ）
では左側面）には、長方形状の開口部６３が形成されている。開口部６３は、１辺が開放
面６ａに沿って配置され、残りの３辺６ｃ～６ｄが側壁部６１ａの外周辺よりも内側に配
置され、側壁部６１ａの外周辺と開口部６３の周縁との間にシール面６４を形成している
。
【００４６】
　シール面６４は開口部６３を挟んで上下に位置する第１シール面６４ａおよび第２シー
ル面６４ｂと、第１シール面６４ａおよび第２シール面６４ｂを繋ぐとともに開口部６３
と底部６１ｂとの間に形成される第３シール面６４ｃと有し、開口部６３を囲むようにコ
字状に形成されている。このシール面６４に沿ってユニオンプレート５７が密着するよう
になっている。
【００４７】
　ユニット収納部６１の底部６１ｂには、配管カバー６を本体ケーシング２の側面パネル
２５に取り付ける際に、配管カバー６を仮止めする係止手段としての係止フック６５が設
けられている。係止フック６５は、ユニット収納部６１の底部６１ｂのほぼ中央から開放
面６ａに向かって突設され、その基端側には下向きの係合溝６５１が形成されている。
【００４８】
　ユニット収納部６１の底部６１ｂにはさらに、配管カバー６を本体ケーシング２の側面
パネル２５に取り付ける際に、配管カバー６の取付位置を位置合わせする位置決め手段と
してのガイドリブ６６が設けられている。
【００４９】
　ガイドリブ６６は、開放面６ａ側から見た場合、ユニット収納部６１の左上隅に側壁部
６１ａから所定間隔をもって配置された長方形状の凸状リブである。これにより、側壁部
６１ａとガイドリブ６６との間には、後述する位置決めプレート５８が案内されるガイド
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溝６６１が形成されている。
【００５０】
　ユニット収納部６１には、配管カバー６内に浸入した水（ガス冷媒配管４Ｇの周囲で発
生した結露水も含む）をカバー外に排出するための排水部６７が設けられている。排水部
６７は、ユニット収納部６１内に入った水を集める受水板６７１と、受水板６７１で集め
られた水を配管カバー６の外に排出する排水樋６７２とを備えている。
【００５１】
　受水板６７１は、ユニット収納部６１の下部側の底面６１ｂから開放面６ａに向かって
ほぼ垂直に立設され、さらに一方の側面（図６（ｂ）では右側面）から他方の側面（図６
（ｂ）では左側面）に向かって下り傾斜となるように形成されている。
【００５２】
　排水樋６７２は、受水板６７１の下流側（図６（ｂ）では左側）に配置されており、受
水板６７１の基端側（底板２１側）から開放面６ａ側に向かって下り傾斜となる断面Ｕ字
状を呈しており、先端が開放面６ａから突設されている。
【００５３】
　また、配管引出部６２は、ユニット収納部６１の開口部６３の３辺６ｃ～６ｄの周縁か
らユニット収納部６１とは離反する方向に延設されて形成されている。配管引出部６２は
、ユニオンプレート５７のフレアナット４４Ｇ，４４Ｌを風雨などに直接触れさせない大
きさに延設されることが好ましい。
【００５４】
　次に、図５を参照して、ユニット取付具５の構成を説明する。ユニット取付具５は、鋼
板材を折り曲げ加工して形成され、ユニット取付具５を本体ケーシング２に固定するため
のアンカー部５１と、分流ユニット４を支持する支持部５２とを備えている。
【００５５】
　アンカー部５１は、底板２１に対して平行に配置される四角形状の第１係合板５３と、
第１係合板５３の一端からほぼ垂直に立設される四角形状の第２係合板５４と、第２係合
板５４の上端から第１係合板５３の先端部（第２係合板５３との連結端とは反対の自由端
）に向けて平行に延在する四角形状の第３係合板５５とを有し、アキュムレータ固定具３
の内周面に沿って係合可能な断面コ字状に形成されている。
【００５６】
　アンカー部５１の第１係合板５１の先端部を正面に見て、第１係合板５３は、アキュム
レータ固定具３の基部３１に係合され、その両端（図５では左右両端）には第１外側フラ
ンジ５３１，５３１が設けられている。第１外側フランジ５３１，５３１は、第１係合板
５３の両側端部を外側（図５では下側）に向かってほぼ直角に折り曲げた舌片である。第
１外側フランジ５３１，５３１は、アキュムレータ固定具３に向かう角部が斜めに切りか
かれており、この切欠部５３１ａにより、第１係合板５３をアキュムレータ固定具３にス
ムーズに差し込むことができるようになっている。
【００５７】
　第１係合板５３の先端部には、底板２１の側面フランジ２１１にネジ止めされる固定リ
ブ５３２が設けられている。固定リブ５３２は、第１係合板５３の先端を外側（図５では
下側）に向かってほぼ直角に折り曲げた舌片であって、側面フランジ２１１に沿って突き
当てられる。
【００５８】
　固定リブ５３２の両側端と第１外側フランジ５３１，５３１との突き合わせ部分には、
側面フランジ２１１が挿通される案内溝５３３，５３３が形成されている。固定リブ５３
２にはさらに、固定リブ５３２を底板２１の側面フランジ２１１にネジ止めするためのネ
ジ孔５３４が、この例では２カ所に設けられている。
【００５９】
　図５ないし図８を参照して、第１係合板５３には、配管カバー６の排水樋６７２から流
れ落ちた水を底板２１の上に逃がす排水孔５３５が設けられている。排水孔５３５は、第
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１係合板５３の先端と固定リブ５３２との折曲部分に設けられた矩形状の貫通孔であり、
排水樋６７２から滴下した水が排水孔５３５を通って底板２１の上に落ちるようになって
いる。
【００６０】
　第２係合板５４は、アキュムレータ固定具３の垂直部３２に係合され、その両端（図５
では左右両端）には第２外側フランジ５４１，５４１が設けられている。第２外側フラン
ジ５４１，５４１は、第２係合板５４の両端を外側（図５では右斜め奥側）に向かってほ
ぼ直角に折り曲げた舌片である。
【００６１】
　この実施形態において、第２外側フランジ５４１，５４１は、先端部５４１ａが外側に
拡がるように折り曲げられている。これによれば、アンカー部５１をアキュムレータ固定
具３に挿入する際、アンカー部５１を正確な取付位置に容易に案内することができる。
【００６２】
　第３係合板５５は、アキュムレータ固定具３の台座部３３に係合され、その両端（図５
では左右両端）には第３外側フランジ５５１，５５１が設けられている。第３外側フラン
ジ５５１，５５１は、第３係合板５５の両側端部を外側（図５では上側）に向かってに折
り曲げた舌片である。
【００６３】
　この例において、第３外側フランジ５５１，５５１は、基端側から先端側に向かって開
口幅が漸次拡がるように折り曲げられている。さらに第３外側フランジ５５１，５５１の
側端（垂直部３２に対向する側端）には、基端側から外側に向かって漸次拡がるテーパー
部５５２，５５２が設けられている。
【００６４】
　これにより、アンカー部５１をアキュムレータ固定具３に挿入する際、第３外側フラン
ジ５５１，５５１がアキュムレータ固定具３に引っ掛かることなく、正確な取付位置に容
易に案内することができる。
【００６５】
　次に、支持部５２は、アンカー部５１の第３係合板５５の先端部からほぼ垂直に立設さ
れ、側面パネル２５にネジ止めされるネジ止めプレート５６と、ネジ止めプレート５６の
一端（図５では左端）に一体的に形成され、分流ユニット４が取り付けられるユニオンプ
レート５７とを備えている。
【００６６】
　ネジ止めプレート５６は、第３係合板５５の先端を基端とし、そこからほぼ垂直に延在
する矩形状のプレートであって、この例では３箇所にネジ止め孔５６１が等間隔で穿設さ
れている。
【００６７】
　ネジ止めプレート５６の基端側（図５では下端側）にはさらに、上述した台座３３の先
端に設けられたネジ止め部３６が挿入される係止部５６２が設けられている。図８に示す
ように、係止部５６２は、ネジ止めプレート５６の一方の面（図８では左側面）から他方
の面（図８では右側面）に向かって凹部となるようにプレス加工してなる長方形状の凹部
であって、下側がせん断によって開口された挿入口５６４が形成されている。係止部５６
２にはさらに、ネジ止め用のネジ孔５６３が設けられている。
【００６８】
　ユニオンプレート５７は、ネジ止めプレート５６の一端（図５では左端）を基端とする
長方形状を呈し、先端側が側面パネル２５から離反する方向に向かって延在するように基
端側からほぼ直角に折り曲げられている。ユニオンプレート５７には、ガス側ユニオン４
５Ｇが固定されるガス側ユニオン固定部５７１と、ガス側ユニオン固定部５７１に比べて
小径で、液側ユニオン４５Ｌが固定される液側ユニオン固定部５７２とが設けられている
。これにより、各ユニオン固定部５７１，５７２には分流ユニット３の各分岐管４３Ｇ，
４３Ｌが係止され、ユニオンプレート５７に分流ユニット３が係止される。
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【００６９】
　各ユニオン固定部５７１，５７２は、それぞれガス側ユニオン４５Ｇと、液側ユニオン
４５Ｌが挿通可能な六角形状に打ち抜かれた打ち抜き孔であり、ガス側ユニオン固定部５
７１（下側）と液側ユニオン固定部５７２（上側）とが上下一対となって、所定の間隔で
この例では６組が設けられている。この実施形態において、各ユニオン固定部５７１，５
７２の周囲には、ユニオンプレート５７の機械的強度を高めるための補強リブ５７３が設
けられている。
【００７０】
　図５に示すように、ユニオンプレート５７の先端（図５では左端）にはさらに、配管カ
バー６を取り付ける際、配管カバー６の取付位置を位置合わせするための位置決めプレー
ト５８が設けられている。
【００７１】
　位置決めプレート５８は、ユニオンプレート５７の先端を外側（ネジ止めプレート５６
とは逆方向）にほぼ直角に折り曲げて形成され、そのプレート面５８１を配管カバー６の
係合溝６６１に係合させることにより、配管カバー６の取付位置が位置決めされるように
なっている。
【００７２】
　ユニオンプレート５７にはさらに、配管カバー６を本体ケーシング２に取り付ける際、
ユニオンプレート５７の一部に対して配管カバー６のシール面６４に押し付けられる第１
係合リブ５７４および第２係合リブ５７５が設けられている。
【００７３】
　一方の第１係合リブ５７４は、ユニオンプレート５７の一方の側端部（図５では上端側
）に配置され、ネジ止めプレート５６側の辺を基端とし、ユニオンプレート５７の位置決
めプレート５６側に向かって漸次高さが小さくなるように形成されている。第１係合リブ
５７４の傾斜勾配は、ユニット収納部６１のシール面６４の抜き勾配に対して大きな勾配
となるように形成されている。
【００７４】
　他方の第２係合リブ５７５は、ユニオンプレート５７の他方の側端部（図５では下端側
）に配置され、ネジ止めプレート５６との連結部を基端として、そこからユニオンプレー
ト５７の位置決めプレート５６側（図５では左端側）に向かって延在する第１リブメンバ
ー５７５ａと、ネジ止めプレート５６の先端側（図５では右端側）に向かって延在する第
２リブメンバー５７５ｂとを備えたＬ字状に形成されている。
【００７５】
　一方の第１リブメンバー５７５ａは、ユニット収納部６１のシール面６４の抜き勾配に
対して大きな勾配となるように基端側から先端側に向かって漸次高さが低くなるように形
成されている。これに対して、第２リブメンバー５７５ｂは、基端側から先端側に向かっ
て常に同一高さとなるように形成されている。
【００７６】
　これによれば、図７および図１０に示すように、配管カバー６を本体ケーシング２に取
り付けることで、一方の第１係合リブ５７４は、配管カバー６の第１シール面６４ａに押
し付けられる。
【００７７】
　他方の第２係合リブ５７５は、第１リブメンバー５７５ａが第２シール面６４ｂに押し
付けられ、第２リブメンバー５７５ｂがフランジ部６１と配管引出部６２との角部に当接
することにより、ユニオンプレート５７と第１および第２シール面６４ａ，６４ｂとの間
に形成される隙間を塞ぐことができる。その結果、配管引出部６２の開口部６３から異物
が侵入することを防止することができる。
【００７８】
　配管カバー６を側面パネル２５に取り付けることにより、開口部６４の第３シール面６
４ｃにはユニオンプレート５７が当接し、さらに配管カバー６の底面６１ｂと位置決めプ
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レート５８が密着することにより、第３シール面６４ｃとユニオンプレート５７との間の
隙間が塞がれる。最後に開口部６３の開放面６ａ側は、ネジ止めプレート５６とユニオン
プレート５７とによって閉塞され、これにより、開口部６３の外周が全周に渡って確実に
シールされる。
【００７９】
　位置決めプレート５８にはさらに、係止フック６５を受ける係止片５８２が設けられて
いる。係止片５８２は、位置決めプレート５８のほぼ中央から突設され、側面パネル２５
と平行な舌片からなり、上端に水平な係止面５８３が形成されていて、その係止面５８３
の係止フック６５の係止溝６５１に係合される。
【００８０】
　これによれば、図７に示すように、配管カバー６に設けられた係止フック６５を、位置
決めプレート５８の係止片５８２に係合することにより、例えば配管カバー６のフランジ
部６０に係止フックを設けた場合は、本体ケーシング２の側面パネル２５に係止フック６
５の受け孔を設ける必要があり、その結果として、配管カバー６が付け火により延焼した
としても燃えた樹脂が本体ケーシング２内に落ちて室外機１が延焼することを防ぐことが
できる。
【００８１】
　次に、図７を参照して、配管カバー６を本体ケーシング２に取り付ける手順の一例を説
明する。まず、ユニット取付具５のユニオンプレート５７のプレート面（ユニオン４４Ｌ
，４４Ｇが突出している面）を配管カバー６のシール面６４に押し当て、ユニオンプレー
ト５７の先端に設けられた位置合わせプレート５８がガイド溝６６１に当接する位置まで
押し込む。
【００８２】
　このとき、図８に示すように、ユニット収納部６１の排水樋６７２をコンジットパネル
２８の樋受け孔２８３に挿入する。次に、配管カバー６を下方にスライドさせることによ
り、係止フック６５の係合溝６５１に位置決めプレート５８の係止面５８３が係合され、
配管カバー６が本体ケーシング２の側面に仮止めされる。しかる後、フランジ部６０の各
ネジ止め孔６０１をネジ止めすることにより、本体ケーシング２の側面に配管カバー６が
ネジ止めされる。
【００８３】
　これによれば、ユニオンプレート５７（より具体的には、ユニオンプレート５７の第１
および第２係合リブ５７１，５７２）が配管カバー６のシール面６４に沿って密着するた
め、ユニオンプレート５７とシール面６４との間に形成された隙間から異物が侵入するこ
とがない。
【００８４】
　また、配管カバー６に設けられた係止フック６５を、位置決めプレート５８の係止片５
８２に係合することにより、配管カバー６を位置決めすることができ、位置決め後に容易
にネジ止め固定することができる。
【００８５】
　以上説明したように、本発明によれば、配管カバーのユニット収納部の側壁部の一部に
ユニオンを外部に露出させるための開口部を形成し、上記ユニット収納部の内面のうち開
口部の周囲の面をユニット取付具が密着するシール面とすることで、シール面とユニット
取付具との間に形成された隙間からの異物の侵入を確実に防止することができ、その結果
、故障などの不具合を防ぐことができる。
【符号の説明】
【００８６】
　１　室外機
　２　本体ケーシング
　２１　底板
　２２　吹出パネル
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　２３　背面パネル
　２４　サービスパネル
　２５　側面パネル
　２６　天板
　３　アキュムレータ固定部
　３１　基部
　３２　垂直部
　３３　台座部
　３４　開放部
　４　分流ユニット
　４Ｇ　ガス冷媒配管
　４１Ｇ　ガス連結部
　４２Ｇ　ガスヘッダ部
　４３Ｇ　ガス分岐管
　４Ｌ　液冷媒配管
　４１Ｌ　液連結部
　４２Ｌ　液ヘッダ部
　４３Ｌ　液分岐管
　５　ユニット取付具
　５１　アンカー部
　５２　支持部
　５３　第１係合板
　５４　第２係合板
　５５　第３係合板
　５６　ネジ止めプレート
　５７　ユニオンプレート
　５８　位置決めプレート
　５８２　係止片
　５８３　係止面
　６　配管カバー
　６ａ　開放面
　６０　フランジ部
　６１　ユニット収納部
　６１ａ　側面
　６１ｂ　底部
　６２　配管引出部
　６３　開口部
　６４　シール面
　６５　係止フック
　６５１　係合溝
　６６　ガイドリブ
　６６１　ガイド溝
　７　配管固定具
　Ａ　アキュムレータ
　Ｌ　ケーブル
　ＶＧ　ガス側操作弁
　ＶＬ　液側操作弁
　Ｈ　配管引出口
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